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IBARA
175号社協だより

６月１日（金）地区社協ボランティアセンター交流会開催

～
10

年先
を見
据え今を考えるリーダーたち

～
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地区社会福祉協議会ボランティア　センター　～地域共生社会を目指して～

　
地
域
の
こ
と
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
て
、「
自
分
た
ち
の
地
域
に

は
ど
ん
な
困
り
ご
と
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
環
境
や
仕
組
み
が
あ
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
。」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
住
民
主
体
で
支
え
・
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
支
え
・
助
け
合
う
地
域
を
目
指
し
て
」

●
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

　

高
齢
化
の
加
速
、
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
、
自
然
災
害
の

多
発
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
お

い
て
の
地
域
づ
く
り
の
視
点
と

し
て
は
、
地
域
の
福
祉
課
題
・

生
活
課
題
を
地
域
住
民
が
認

識
・
共
有
し
、
活
動
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体

的
に
は
、
見
守
り
活
動
や
赤
羽

根
カ
フ
ェ
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
な
ど
、
な
る
べ
く

身
近
な
地
域
で
福
祉
活
動
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
は
、
平
成

20
年
か
ら
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
が
目
指
し
て
き
た

も
の
で
す
。
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
地
域
で
、
ご
く
自
然
な
見

守
り
や
声
か
け
を
し
な
が
ら
孤

立
や
閉
じ
こ
も
り
な
ど
を
防

ぎ
、
住
民
同
士
が
お
互
い
に

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
「
助

け
て
」
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り

が
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
基
本
理
念
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
交
流
会

　

６
月
１
日
（
金
）
井
原
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
地
区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区

の
代
表
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
情
報
の
交
換
や
共
有
を
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
開
設

し
て
実
際
ど
う
で
す
か
。」
と

い
う
問
い
に
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た

意
見
が
で
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
交
流
会
を

開
催
し
、
地
区
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
内
容
」

★
よ
か
っ
た
こ
と

　

•
新
た
な
人
と
の
繋
が
り
が

　
　

で
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

　
　

広
が
っ
た

　

•
地
区
の
新
し
い
拠
点
は
福

　
　

祉
の
輪
を
広
げ
た

★
こ
ま
っ
た
こ
と

　

•
ボ
ラ
セ
ン
の
主
旨
と
違
う

　
　

相
談
が
あ
り
、
依
頼
ま
で

　
　

繋
が
っ
て
い
な
い

　

•
依
頼
を
受
け
て
も
タ
イ
ム

　
　

リ
ー
に
動
け
な
い

　

•
将
来
、
財
源
が
足
り
な
く

　
　

な
り
、
継
続
で
き
る
か
不

　
　

安
で
あ
る
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地区社会福祉協議会ボランティア　センター　～地域共生社会を目指して～
●
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

　
「
話
し
相
手
が
ほ
し
い
」、「
買

い
物
を
支
援
し
て
ほ
し
い
」、

「
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
」、「
電
球
を
交
換
し
て
ほ
し

い
」、「
掃
除
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
地
域
住
民
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
、
地
区
社
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
い
る
地
域
住
民
が
有
償
で

援
助
や
お
手
伝
い
に
伺
い
ま

す
。（
金
額
は
地
区
社
協
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）

　

出
部
・
県
主
・
美
星
・
木
之

子
・
井
原
・
西
江
原
の
６
地
区

社
協
が
開
設
し
て
お
り
、
住
民

同
士
が
お
互
い
に
支
え
・
助
け

合
い
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
地

域
住
民
が
自
ら
福
祉
力
を
高

め
、
お
互
い
に
手
と
手
を
取
り

合
っ
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
井
原
市
内
に
さ
ら

な
る
共
助
の
輪
が
広
が
り
、
10

年
先
を
見
据
え
た
助
け
合
い
の

地
域
づ
く
り
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

●
新
設

　
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協

　
議
会
「
か
ぶ
と
や
ま
サ
ポ

　
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

　

近
隣
の
人
た
ち
が
お
互
い
に

助
け
合
っ
て
安
心
の
ま
ち
を

築
く
た
め
に
「
か
ぶ
と
や
ま
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
９

日
（
月
）
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

地区
社協名

ボランティアセンター名称
相談連絡先

受 付 日 時 受 付 場 所 設立年月日

出　部
おかげさまセンター
６２－３９６０

毎週月曜日
10～12時

出部公民館
２階学習室

H28.5.20

県　主
ボランティアセンター
０９０－７１３７－２１２８

毎週月曜日
10～15時

県主公民館
分室

H28.8.1

美　星
ボランティアセンター
０８０－１６３４－７５３０

毎週木曜日
10～15時

老人憩いの家
希望苑

H28.12.1

木之子
たすけあいネットワーク
「きのこーる」
６２－８５５９

毎週木曜日
10～12時

木之子公民館
別館１階

H29.7.6

井　原
たすけあいセンター
７５－４３６０

毎週水曜日
10～12時

井原公民館
図書資料室

H29.9.6

西江原
かぶとやまサポートセンター

７５－４３６７

毎週月曜日
10～12時

西江原公民館
事務室

H30.4.9

 

地区社会福祉協議会ボランティアセンター一覧
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インタビュー

①きっかけは？
　個人でボランティアに登録しとったら、声をか
けられてしもうて．．．(̂ _ ;̂)
②大切にしていることは？
　『男の力』をまちに活かす！
③やりがい・楽しみは？
　コミュニケーションま～じゃんを、いかにみん
なで楽しむことができるのか、その流れを考
えるとおもしろい！！
　「いろんな所へ行って、他地区の人としゃべる
　となんか若返ったような気がしとります。
　　仲間との交流が一番おもしれぇ～。」

設　　立：平成２８年６月２日

会 員 数：１２名

活動内容：コミュニケーションま～じゃんの普及活動

活 動 日：【定例会】毎月第３火曜日 １３：３０～

　 声をかけてもらえばどこへでも参上！！
ふれあい・いきいきサロンやボランティア活動の

交流会など、井原市社協にお声かけください。

法律や福祉について困っていること、悩んでいる
ことはありませんか？
【日時】平成30年8月18日（土）10時～15時
【場所】井原市民会館　2階鏡獅子の間　　　
　

 同時開催
★成年後見制度入門（基礎）講座
【時間】13時～14時【会場】井原市民会館2階尋牛の間

★市民後見人交流会
【時間】14時～15時【会場】井原市民会館2階尋牛の間

日　時：平成３０年８月１日（水）
　　　 １３時３０分～１５時３０分

場　所：井原市総合福祉センター　３階大会議室

講　師：ボランティアセンター登録団体
　　　「とんとん隊」のみなさん

対象者：井原市内の幼稚園・小・中・高校生　
　　　  先着３０名

参加費：無料

お願い：保護者の同伴は必要ありませんが、会場まで
　　　  の送迎は保護者の責任でお願いします。

申し込み：井原市共同募金委員会
　　　  ☎６２―１４８４

～井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体紹介～

『コミマサポーター』みんなの手
その２

夏休み子ども企画
と～とバッグ作りに挑戦しよう！

　高齢者・障がい者
生活なんでも相談所 開催
出張

相談無
料

予約不
要

時間制
限なし

サロン対抗！コミュニケーションま～じゃん大会開催（6/19）

～リサイクルデニムで作った便利なカードケース～　

「赤羽根エコＣ」新登場！  
ボランティアセンター登録団体

「ラ・ラ・ラ」作成
１個１００円　全額共同募
金への寄付になります。

ご協力お願いします。
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訪問介護事業
16.9％

介護保険・障がい
福祉サービス等
事業収入
48.1％

やすらぎ
センター事業
18.0％

法人運営
事業
13.6％

受託金収入
23.6％公益事業

14.2％

経常経費・
施設整備等
補助金収入
19.6％

地域福祉活動
推進事業
12.2％

共同募金配分金収入
3.0％

居宅介護
支援事業
10.1％

会費収入
2.2％

障がい福祉
サービス事業
8.2％

寄付金収入
1.9％

老人福祉
センター事業
3.1％

事業収入 1.2％共同募金配分金事業
3.1％ その他 0.4％

生活福祉資金貸付事業
交通遺児福祉基金運営事業

0.6％

平成29年度　事業報告・決算
５月３０日に理事会、６月２２日に評議員会を開催し、平成２９年度の事業報告及び収支決算などが承認されました。

■ やすらぎセンター事業 44,810 千円
■ 訪問介護事業 41,880 千円
■ 公益事業（サンサン交流館・改善センター等）35,233千円
■ 法人運営事業 33,706 千円
■ 地域福祉活動推進事業 30,367千円
■ 居宅介護支援事業 25,250 千円
■ 障がい福祉サービス事業 20,317千円
■ 老人福祉センター事業　 7,845 千円
■ 共同募金配分金事業 7,652千円
■ 生活福祉資金貸付事業・交通遺児福祉基金運営事業 1,485 千円

【ふれあい・たすけあい・ささえあいのまちづくり事業】
事　業　名 事　業　内　容 事　業　名 事　業　内　容

地域福祉活動推進事業 地域福祉活動の推進
地区社会福祉協議会活動の充実
ふれあい・いきいきサロン活動の充実
ご近所福祉ネットワーク活動の充実
はーとふるカプセル事業
ふれあい福祉相談事業
日常生活自立支援事業
ボランティアセンター事業
日常生活用具貸与事業
チャイルドシート等の短期貸出事業
夏のボランティア体験事業
災害ボランティア養成講座の開催
運転ボランティア交流会の開催
おぎゃー号等福祉車両貸出事業
奉仕員養成講座の開催（手話・要約）
地域型福祉学習事業　　等

共同募金配分金事業 市内ボランティア協力校への助成事業
心を育む「ココイク」講座実施
赤羽根カフェ立ち上げ応援助成事業
介護者支援「赤羽根リフレッシュくらぶ」事業
ひきこもり支援事業
障がい者支援「ハッピーランチ」事業
ボランティア推進団体・福祉団体助成事業
地域力パワーアップ講座開催
サロンリーダー研修会開催
ボランティア交流会開催
井原市社会福祉大会開催
認知症サポーター養成講座開催
ソトナカＩＢＡＲＡ事業
トントン！と～とバッグプロジェクト事業
社協だより年６回発行
交通遺児激励金　　　等

【介護保険・障がい福祉・その他運営事業等】
事　業　名 事　業　内　容 事　業　名 事　業　内　容

訪問介護事業 ホームヘルプサービス活動 いばらサンサン交流館事業 交流館さくらまつり開催
小田川大学開催
三世代交流事業開催
各種教室開催

居宅介護支援事業 要介護認定訪問調査
居宅介護支援事業活動

やすらぎセンター事業 生きがい活動支援通所事業
通所介護事業 その他運営事業 井原市老人福祉センター運営

すぱーく美星運営
美星農村環境改善センター運営
美星老人憩いの家運営

障がい福祉サービス事業 あゆみ園事業
( 児童発達支援・放課後等デイサービス )
障がい者相談支援事業

歳出　248,545 千円 歳入　251,664 千円

■ 介護保険・障がい福祉サービス等事業収入 121,157千円

■ 受託金収入 59,437千円

■ 経常経費・施設整備等補助金収入 49,214千円

■ 共同募金配分金収入 7,538千円

■ 会費収入 5,422千円

■ 寄付金収入 4,777千円

■ 事業収入 3,032千円

■ その他 1,087千円

当期資金収支差額
3,119千円
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◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志

亡
妻  

神
代
町
　  
木
山
　
茂

亡
父  

大
江
町
　  
斎
藤
喜
久
惠

亡
父  

高
屋
町
　  

髙
木
敏
行

亡
父  

大
江
町
　  

坂
本
謙
輝
智

亡
父  

西
江
原
町  

中
西
昌
男

亡
長
男 

井
原
町
　  

永
戸
ミ
チ
エ

亡
母  

岩
倉
町
　  

後
藤
　
優

亡
夫  

木
之
子
町  

増
成
智
恵
子

亡
母  

上
稲
木
町  

山
村
俊
光

亡
夫  

木
之
子
町  

川
上
美
代
子

亡
父  

西
江
原
町  

大
平
瑞
典

亡
父  

木
之
子
町  

佐
藤
清
一

亡
母  

木
之
子
町  

竹
好
典
子

亡
父  

高
屋
町
　  

葛
間
慶
二

亡
父  

門
田
町
　  

　
本
崇
司

亡
母  

井
原
町
　  

中
山
銀
二

亡
父  

木
之
子
町  

馬
越
將
仁

亡
父  

青
野
町
　  

西
山
進
彦

亡
父  

高
屋
町
　  

佐
藤
恒
夫

亡
父  

高
屋
町
　  

髙
橋
弘
之

亡
妻  

高
屋
町
　  

傍
田
早
太

亡
母  

西
江
原
町  

国
末
博
之

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配や悩みごと等の相談 月～金曜日   8：30～17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭賃借・境界問題等）

7/25（水）  13：00～16：00
8/7（火）    13：00～16：00
8/21（火）  13：00～16：00
9/4（火）  10：00～15：00

ひきこもり
専 門 相 談
要予約

専門家によるひきこもりに関する相談
7/26（木）    　　　　　　　
8/23（木）  

10：00～12：00

療 育 相 談
就学前の子どもの心配や悩みごとに
関する相談

月～金曜日   8：30～17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月～金曜日   8：30～17：00

金銭管理等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月～金曜日   8：30～17：00

福 祉 貸 付
相 談

世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月～金曜日   8：30～17：00

ふ れ あ い 福 祉 相 談 セ ン タ ー

※相談は無料で秘密は厳守されます。
　 （祝日は除く）  　　　　　　　【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－ 1484
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